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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

広告

村上 勉さん あい子さんJA三重中央 一志じねんじょ部会
む ら か み 　  つとむ こ

津ぶっことは…津市の農林水産業をもっと元気にするため、ブランド品目として推進している13品目の産品　 ▼次回は「シイタケ」

　古来から栄養価の高い高級食材として珍重されてきた自然薯は、本来山に自生するため栽培は困難とされ
てきた。「幼い頃に父が買ってきた自然薯のおいしさが忘れられなかった」と話す勉さんは、“当時の感動をたくさ
んの人に届けたい”と、会社を退職後、妻のあい子さんと自然薯栽培を始めた。こだわりは、自然に近い環境で
育てるために山から運んできた赤土。むかごから種イモを育て、２年かけて収獲する「一志じねんじょ」は、自生し
ているものと変わらない強い粘りと風味が評判で、晩秋の味覚に欠かせない一志地域の特産品となっている。
　「どんな風に育っているか、土から掘り起こすまで分からないのも楽しみの一つ。天候の影響を受けて思うよう
に育たない時もあれば、掘り起こせないほど大きく成長することもあります。農業は、子育ての喜びに似ています
ね。今年の出来？掘ってみてのお楽しみです！」
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津ぶっこ生産者を追いかける
～Vol.８ 自然薯～
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